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歳入合計 206億9,300万1千円

歳出合計 203億31万9千円

歳入合計
206億9,300万1千円

歳出合計
203億31万9千円

その他（6.4％）
12億9,793万8千

諸支出金（6.8％）
13億9,616万

地方譲与税（1.3％）
2億6,510万8千

地方消費税交付金
（1.8％）
3億7,911万5千

分担金・負担金（0.9％）
1億8,282万7千

市税（14.0％）
29億600万4千
市税（14.0％）
29億600万4千
市税（14.0％）
29億600万4千

地方交付税（44.9％）
92億8,471万6千
地方交付税（44.9％）
92億8,471万6千
地方交付税（44.9％）
92億8,471万6千

国庫支出金（8.7％）
18億1,028万7千
国庫支出金（8.7％）
18億1,028万7千
国庫支出金（8.7％）
18億1,028万7千

県支出金（5.2％）
10億7,403万6千
県支出金（5.2％）
10億7,403万6千
県支出金（5.2％）
10億7,403万6千

財産収入（0.9％）
1億9,050万8千

繰入金（0.7％）
1億5,076万3千

繰越金（1.8％）
3億7,208万4千

市債（13.4％）
27億7,961万5千

議会費（0.9％）
1億9,260万2千

衛生費（7.5％）
15億2,322万
衛生費（7.5％）
15億2,322万
衛生費（7.5％）
15億2,322万

労働費（0.2％）
3,240万6千

農林水産業費（4.5％）
9億540万2千

商工費（1.5％）
3億243万5千

土木費（8.7％）
17億5,663万

消防費（5.6％）
11億4,011万1千

災害復旧費（0.1％）
1,266万3千

総務費（16.7％）
33億9,934万1千
総務費（16.7％）
33億9,934万1千
総務費（16.7％）
33億9,934万1千

民生費（26.6％）
53億9,569万7千
民生費（26.6％）
53億9,569万7千
民生費（26.6％）
53億9,569万7千

教育費（6.8％）
13億8,840万6千
教育費（6.8％）
13億8,840万6千
教育費（6.8％）
13億8,840万6千

公債費（14.1％）
28億5,524万6千
公債費（14.1％）
28億5,524万6千
公債費（14.1％）
28億5,524万6千

（単位：円）

（単位：円）
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会
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会

平
成
27
年

第
３
回
定
例
会

　

会
期
は
８
月
31
日
か
ら
９
月
18
日
ま
で
の
19
日
間
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
と
条
例
な
ど
議
案
19
件
、

ま
た
平
成
26
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
な
ど
の
決
算
認
定
議
案

13
件
、さ
ら
に
請
願
１
件
の
計　

件
が
上
程
さ
れ
、審
議
の
結
果
、す

べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
、認
定
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
９
月
２
日
、３
日
に
行
わ
れ
、８
人
の
議
員
が
登
壇
し

ま
し
た
。ま
た
議
員
発
議
の
意
見
書
案
１
件
は
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

９月定例会のあらまし

平成26年度の決算額を認定

平成26年度一般会計の決算状況

203億31万９千円

102億7,983万１千円

〈一般会計歳出決算額〉

〈特別会計歳出決算額〉

206億9,300万１千円－203億31万9千円

＝3億9,268万2千円 歳入歳出差引の３億9,268万２千円には、6,656万８千円の繰越明許費繰越額を
含みますので、実質的な繰越は３億2,611万４千円となります。

歳  入 歳  出

差  引

国東市民１人当たりでみてみると…

議会費
6,371円

総務費
112,442円
市の全般的な管理経費や地域振興
などの各種イベントや選挙などの
経費

民生費
178,476円

市民税（個人・法人）
35,375円

固定資産税
51,679円

市たばこ税
6,167円

その他
21円

軽自動車税
2,881円

衛生費
50,384円 農林水産業費

29,948円
商工費・労働費
11,076円

土木費
58,105円

消防費
37,712円

教育費
45,925円

災害復旧費
419円 公債費

94,444円
諸支出金
46,182円

道路や河川の維持管理・改良、区
画整理や都市計画に要する経費

33
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市税（14.0％）
29億600万4千

地方交付税（44.9％）
92億8,471万6千

国庫支出金（8.7％）
18億1,028万7千

県支出金（5.2％）
10億7,403万6千

衛生費（7.5％）
15億2,322万

総務費（16.7％）
33億9,934万1千

民生費（26.6％）
53億9,569万7千

教育費（6.8％）
13億8,840万6千

公債費（14.1％）
28億5,524万6千

平成26年度決算 平
成
27
年

第
３
回
定
例
会

東市民国東市民１１人人人当たり当たりでみてみると…でみてみると…国東市民１人当たりでみてみると…国東市民１人当たりでみてみると…

議会費
6,371円
議会費
6,371円
議会費
6,371円

市議会の運営に要する経費

総務費
112,442円
総務費
112,442円
総務費
112,442円
市の全般的な管理経費や地域振興
などの各種イベントや選挙などの
経費

市の全般的な管理経費や地域振興
などの各種イベントや選挙などの
経費

市の全般的な管理経費や地域振興
などの各種イベントや選挙などの
経費

民生費
178,476円
民生費
178,476円
民生費
178,476円

市民税（個人・法人）
35,375円
市民税（個人・法人）
35,375円
市民税（個人・法人）
35,375円

固定資産税
51,679円
固定資産税
51,679円
固定資産税
51,679円

市たばこ税
6,167円
市たばこ税
6,167円
市たばこ税
6,167円

その他
21円
その他
21円
その他
21円

軽自動車税
2,881円
軽自動車税
2,881円
軽自動車税
2,881円

衛生費
50,384円
衛生費
50,384円
衛生費
50,384円 農林水産業費

29,948円
農林水産業費
29,948円
農林水産業費
29,948円

商工費・労働費
11,076円
商工費・労働費
11,076円
商工費・労働費
11,076円

土木費
58,105円
土木費
58,105円
土木費
58,105円

消防費
37,712円
消防費
37,712円
消防費
37,712円

教育費
45,925円
教育費
45,925円
教育費
45,925円

災害復旧費
419円
災害復旧費
419円
災害復旧費
419円 公債費

94,444円
公債費
94,444円
公債費
94,444円

諸支出金
46,182円
諸支出金
46,182円
諸支出金
46,182円

高齢者、障がい者、児童福祉など
住民福祉の増進にかかる経費

健康診断や予防接種などの保健衛
生関係、ゴミ処理などの環境衛生
関係の経費 農業振興などに要する経費

商工業や観光振興などに要する
経費

道路や河川の維持管理・改良、区
画整理や都市計画に要する経費
道路や河川の維持管理・改良、区
画整理や都市計画に要する経費
道路や河川の維持管理・改良、区
画整理や都市計画に要する経費

住民生命や財産を守るための救急
活動や消防のための経費

学校教育、生涯学習、スポーツ、
文化財保護などの関係経費や図書
館運営に要する経費

台風・大雨などにより被害を受け
た道路や農林水産業施設などの復
旧のための経費

地方自治体が借り入れた地方債の
返済に要する経費

基金への積立金や土地の購入費な
どに関する経費

市民１人当たりが負担した税… ９万6,123円

市民１人当たりに使われたお金（一般会計）… 67万1,484円

算出に用いた人口は、30,232人（平成27年３月31日現在の住民基本台帳人口）

国東市議会だより 40号3



平成26年度
特別会計の決算状況
平成26年度
特別会計の決算状況
平成26年度
特別会計の決算状況

住宅新築資金等貸付事業特別会計

国東市立国東自動車学校特別会計

国民健康保険事業特別会計

介護保険事業特別会計（事業勘定）

介護保険事業特別会計（サービス勘定）

後期高齢者医療事業特別会計

簡易水道事業特別会計

公共下水道事業特別会計

特定環境保全公共下水道事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

浄化槽設置事業特別会計

決　算　額 歳入歳出差引
①歳入額 ②歳出額 ① - ②

区　　分

特別会計合計

2,518

66,725

4,457,514

3,770,778

319,546

433,815

502,114

237,261

666,851

44,130

2,349

10,503,601

2,223

58,592

4,400,094

3,672,725

301,314

432,768

480,641

229,024

656,786

43,317

2,347

10,279,831

295

8,133

57,420

98,053

18,232

1,047

21,473

8,237

10,065

813

2

223,770

収益的

資本的

収益的

資本的

決　算　額 収支差引

（単位：千円）

（単位：千円）

①収入額 ②支出額 ① - ②
区　　分

◎公営企業関係

31,406

0

3,523,283

104,000

19,370

0

4,997,766

382,223

12,036

0

△1,474,483

△278,223

工業用水道事業特別会計

市民病院事業特別会計

決
算
特
別
委
員
会
で
の
質
疑

国東市議会だより 40号 ４



出
産
祝
金（
４
３
５
万
円
）で
、
県
下
で
も
出
産

祝
金
を
支
給
し
て
い
る
市
町
村
は
３
市
町
村
と

な
っ
て
い
る
。
少
子
化
対
策
と
し
て
の
効
果
は

薄
い
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
今
後
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

国
東
市
に
は
産
科
が
無
く
、
市
外
で
の
出
産
と

な
る
た
め
、
そ
の
交
通
費
を
負
担
軽
減
す
る
趣

旨
で
現
行
の
３
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

保
育
事
業
の
処
遇
改
善
と
あ
る
が
、
具
体
的
に

は
ど
ん
な
職
種
が
あ
る
の
か
。

処
遇
改
善
の
対
象
と
な
る
職
員
は
、「
保
育
所
の

非
常
勤
職
員
を
含
み
、
経
営
に
携
わ
る
法
人
役

員
を
除
く
」と
さ
れ
、保
育
士
、調
理
師
、栄
養
士
、

事
務
職
員
な
ど
で
す
。

使
い
道
は
。

賃
金
改
善
（
法
定
福
利
費
等
の
増
加
分
含
む
）

以
外
の
費
用
に
つ
い
て
は
認
め
な
い
と
さ
れ
、

補
助
金
額
の
全
額
に
つ
い
て
、
保
育
所
職
員
の

賃
金
改
善
に
の
み
支
出
し
て
い
ま
す
。

文
渓
里
の
会
（
99
万
２
千
円
）、
西
安
岐
地
区
活

性
化
協
議
会
（
1
4
0
万
円
）
の
そ
れ
ぞ
れ
の

活
動
実
績
の
報
告
は
。

文
渓
里
の
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、
世
界
農
業
遺

産
を
テ
ー
マ
に
し
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
の
開

催
や
、
案
山
子
作
り
を
活
か
し
た
観
光
事
業
、

各
種
事
業
に
伴
う
環
境
整
備
な
ど
実
績
報
告
を

し
て
い
ま
す
。

西
安
岐
地
区
活
性
化
協
議
会
で
は
、
ふ
る
さ
と

ふ
れ
あ
い
盆
踊
り
大
会
や
見
立
て
細
工
、
地
域

健
康
づ
く
り
大
会
な
ど
を
実
施
し
、
そ
の
実
績

を
報
告
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
の
２
地
区
が
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
。
全
市
に
広
げ
る
必
要
性
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
が
、
推
進
し
て
い
く
考
え
は
。

取
り
組
み
を
全
市
に
広
げ
る
必
要
性
に
つ
い
て
、

今
後
、
従
来
の
補
助
金
の
精
査
や
廃
止
も
考
え

ら
れ
、
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
取
り
組
み

は
効
率
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
も
繋
が
っ
て
い

く
も
の
と
の
考
え
方
か
ら
、
必
要
が
あ
る
と
思

っ
て
い
ま
す
。

お
だ
や
か
博
は
催
事
と
し
て
の
評
価
は
し
て
い

る
が
、
そ
の
効
果
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

お
だ
や
か
博
は
、
市
内
の
方
に
催
事
者
に
な
っ

て
も
ら
う
こ
と
で
市
外
か
ら
の
観
光
客
を
誘
致

し
よ
う
と
す
る
着
地
型
の
観
光
事
業
で
す
。
ま

た
、
市
内
の
方
に
も
地
域
に
こ
ん
な
催
し
が
あ

る
の
か
、
こ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
人
が
い
る

の
か
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
事
業
で
す
。

バ
ス
利
用
者
3
7
0
人
、
お
だ
や
か
博
参
加
者

2
4
7
人
。
市
外
か
ら
の
来
訪
者
に
対
し
て
国

東
市
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
う
と
あ
る
が
、
参

加
者
2
4
7
人
の
内
、
市
外
、
市
内
参
加
者
の

数
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

参
加
者
2
4
7
人
の
内
訳
に
つ
き
ま
し
て
は
、

市
内
が
97
人（
39
％
）市
外
が
1
5
0
人（
61
％
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

平成26年度
特別会計の決算状況

国
A

出
Q

処
A

保
Q

賃以
A

事使
Q

文
A

文
Q

取
A

お
A

こ
Q

お
Q

数参
A

バ
Q

出
産
祝
金

保
育
士
等
処
遇
改
善

臨
時
特
例
事
業
補
助
金

決
算
特
別
委
員
会
で
の
質
疑

決
算
特
別
委
員
会
で
の
質
疑

決
算
特
別
委
員
会
で
の
質
疑

地
域
お
こ
し
事
業
交
付
金

観
光
交
流
促
進
事
業

文渓里の会の案山子作り

国東市議会だより 40号５



一般会計補正予算

特別会計補正事業

【補正予算の主な事業】

補正後予算額は237億3,227万３千円

●ふるさと応援寄附金事業

●庁舎建設付帯事業（新庁舎に名前を刻むプロジェクト）

●広域ごみ処理施設建設事業

●次世代を担う園芸産地整備事業

●食品産業地域連携推進事業

・・・・・・・・・・・・・・１億39万円

・・445万円

・・・・・・・・・・・・ 6,858万円

・・・・・・・・・8,693万円

・・・・・・・・・・・・・・・900万円

●住宅新築資金等貸付事業

●国東市立国東自動車学校

●国民健康保険事業

●介護保険事業

●介護サービス事業

●後期高齢者医療事業

●簡易水道事業

●公共下水道事業

●特定環境保全公共下水道事業

●農業集落排水事業

●工業用水道事業（収益的支出）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・29万円

・・・・・・・・・・・・・・・・663万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1,661万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・9,872万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・406万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・△38万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・103万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・△659万円

・・・・・・・・・・△214万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・△15万円

・・・・・・・・・・・・・・△198万円

３億9,352万４千円を可決３億9,352万４千円を可決
平
成
26
年
度
決
算
の
認
定
以
外
の
議
案
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

議
案
質
疑
は
９
月
７
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

主 

な 

議 

案

※いずれの金額とも１万円未満を四捨五入

補
正
予
算
・
条
例
の
改
正
な
ど
の
主
な
議
案

補
正
予
算
・
条
例
の
改
正
な
ど
の
主
な
議
案

補
正
予
算
・
条
例
の
改
正
な
ど
の
主
な
議
案

国東市議会だより 40号 ６



国
東
市
重
吉
公
生
く
に
さ
き
振
興
基
金
条
例
の

制
定

　

国
東
市
国
東
町
小
原
在
住
、
重
吉
公
生
氏
か

ら
の
寄
附
金
の
有
効
活
用
を
図
る
た
め
、
本
条

例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

国
東
市
個
人
保
護
条
例
の
一
部
改
定

　

行
政
手
続
き
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別

す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の

施
行
に
伴
い
、
同
法
の
趣
旨
を
踏
ま
え
た
必
要

な
個
人
情
報
保
護
の
措
置
を
講
じ
る
た
め
、
本

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

国
東
市
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

　

行
政
手
続
き
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別

す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の

施
行
に
伴
い
、
通
知
カ
ー
ド
及
び
個
人
番
号
カ

ー
ド
の
再
交
付
手
数
料
等
を
定
め
る
た
め
、
本

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

国
東
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部
改
正

　

く
に
さ
き
公
園
（
国
東
市
国
東
町
田
深

2
5
0
番
地
１
）
を
新
た
に
都
市
公
園
と
し
て

管
理
す
る
た
め
本
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も

の
で
す
。

国
東
市
消
防
本
部
及
び
消
防
署
の
設
置
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

国
東
市
消
防
本
部
及
び
消
防
署
建
設
完
了
に

伴
い
、
消
防
本
部
及
び
消
防
署
機
能
を
「
国
東

市
国
東
町
田
深
９
５
４
番
地
１
」
か
ら
「
国
東

市
国
東
町
北
江
３
１
６
２
番
地
１
」
へ
移
転
す

る
た
め
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で

す
。

国
東
市
附
属
機
関
設
置
条
例
の
一
部
改
定

　

空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法

に
基
づ
き
、
国
東
市
空
家
等
対
策
協
議
会
を
設

置
す
る
た
め
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も

の
で
す
。

国
東
市
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
条
例
の
一
部
改
正

　

国
東
市
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
事
業
の
寄
附

者
及
び
寄
附
額
の
大
幅
な
増
加
に
伴
い
、
事
業

実
施
に
伴
う
歳
出
予
算
財
源
確
保
の
た
め
、
本

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

国
東
市
公
営
企
業
資
金
運
用
基
金
条
例
の
一
部

改
正

　

行
政
を
補
完
す
る
公
共
性
の
あ
る
事
業
を
担

う
外
郭
団
体
の
余
裕
資
金
に
つ
い
て
、
市
が
一

括
運
用
し
、
公
益
事
業
に
使
用
す
る
資
金
を
増

や
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
本
条
例
の
一
部
改

正
す
る
も
の
で
す
。

主 

な 

議 

案

主 

な 

議 

案

主 

な 

議 

案

《 

条　

例 

》

補
正
予
算
・
条
例
の
改
正
な
ど
の
主
な
議
案

国東市議会だより 40号７



　

新
庁
舎
に
名
前
を
刻
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

筆
耕
料
（
４
２
０
万
円
）
に
お
い
て
小
学

生
未
満
、
高
校
生
を
省
い
た
理
由
は
。　

　

市
民
の
希
望
が
殺
到
し
、
予
定
を
オ
ー

バ
ー
し
た
場
合
は
。

　

小
学
生
未
満
を
対
象
に
し
て
な
い
の
は
、

基
本
的
に
は
子
ど
も
に
書
い
て
も
ら
う
名

前
を
ロ
ー
マ
字
表
記
し
て
夢
一
文
字
を
加

え
て
子
ど
も
の
意
志
を
反
映
し
た
も
の
を

作
り
た
い
た
め
で
す
。
ま
た
高
校
生
を
省

い
た
理
由
は
、
市
外
へ
の
通
学
者
も
か
な

り
多
く
、
取
り
ま
と
め
が
困
難
だ
か
ら
で

す
。
そ
し
て
市
民
の
希
望
が
殺
到
し
予
定

を
オ
ー
バ
ー
し
た
場
合
は
、
枠
を
満
た
し

た
時
点
で
終
了
と
し
ま
す
。

　

一
時
預
か
り
事
業
補
助
金
の
対
象
者
数

と
単
価
は
。
園
へ
の
補
助
か
。
受
益
者
負

担
は
。

　

こ
の
事
業
は
、
認
定
こ
ど
も
園
に
お
い

て
１
号
認
定
の
園
児
や
幼
稚
園
部
分
に
通

う
園
児
の
午
後
３
時
以
降
の
預
か
り
を
行

う
も
の
で
す
。

　

対
象
者
数
は
４
月
、
５
月
の
実
績
か
ら

認
定
こ
ど
も
園
５
園
に
お
い
て
平
日
１
日

当
た
り
平
均
１
０
７
人
、
土
曜
日
１
日
当

た
り
平
均
18
人
で
す
。
市
の
補
助
単
価
は

平
日
１
人
当
た
り
４
０
０
円
、
土
曜
日
は
１

人
当
た
り
８
０
０
円
で
す
。

　

こ
の
補
助
金
は
園
に
補
助
す
る
も
の
で

す
。
保
護
者
の
負
担
は
、
平
日
は
２
０
０

円
か
ら
３
０
０
円
、
土
曜
日
は
４
０
０
円

か
ら
８
０
０
円
で
す
。

　

オ
リ
ー
ブ
苗
木
購
入
促
進
事
業
補
助
金
事

業
は
個
人
向
け
の
も
の
か
。

　

オ
リ
ー
ブ
団
地
も
対
象
に
な
る
の
か
。

　

こ
の
事
業
の
目
的
は
、
安
定
し
た
生
産

量
の
確
保
に
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
作
付

面
積
を
拡
大
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

補
助
金
は
個
人
だ
け
の
対
象
に
と
ど
ま
ら

ず
農
業
生
産
法
人
、
企
業
等
も
対
象
と
し

て
助
成
を
し
ま
す
。

　

ま
た
、
オ
リ
ー
ブ
団
地
の
様
な
大
規
模

な
新
規
参
入
に
つ
い
て
は
、
こ
の
事
業
の

補
助
金
で
な
く
、
県
の
補
助
事
業
を
活
用

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

直
売
施
設
適
地
選
定
調
査
業
務
委
託
料

候
補
と
な
っ
て
い
る
土
地
は
ど
こ
な
の
か
。

ど
の
よ
う
な
項
目
を
調
査
し
た
の
か
。

　

地
域
の
方
の
意
見
聴
取
は
ど
の
よ
う
に

し
て
い
る
か
。

　

候
補
と
な
る
場
所
は
、
具
体
的
に
は
安

岐
漁
港
多
目
的
広
場
の
赤
い
橋
の
下
の
海

側
の
土
地
、
安
岐
町
の
里
の
駅
Ｒ
２
１
３

の
隣
接
地
、
大
分
ホ
ー
バ
ー
フ
ェ
リ
ー
の

基
地
の
跡
地
、
ロ
ー
ソ
ン
安
岐
店
前
の
海

沿
い
の
土
地
の
４
カ
所
で
す
。　

　

調
査
項
目
で
す
が
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
は

立
地
条
件
で
す
。
具
体
的
に
は
、
将
来
発

展
が
見
込
め
る
場
所
、
観
光
客
な
ど
の
車

両
通
行
量
が
多
く
目
立
つ
場
所
、
土
地
造

成
コ
ス
ト
や
上
下
水
道
施
設
に
か
か
る
経

費
が
比
較
的
安
価
等
で
あ
る
こ
と
で
す
。

　

地
域
の
方
の
意
見
徴
取
の
方
法
は
、
施

設
の
建
設
や
運
営
は
民
設
民
営
を
想
定
し

て
い
ま
す
の
で
、
地
域
の
代
表
者
な
ど
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
意
見

を
聴
取
し
な
が
ら
合
意
形
成
を
図
り
ま
す
。

A QQ

A AQ

A Q

委
員
会
・
広
域
議
会
の
報
告

委
員
会
・
広
域
議
会
の
報
告

委
員
会
・
広
域
議
会
の
報
告

議
案
質
疑

議
案
質
疑

議
案
質
疑

議
案
質
疑
は
９
月
７
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
補
正
予
算（
平
成
27
年
度
）

平成27年 第3回 定例会
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8
月
20
日
に
当
委
員
会
を
開
催
し
、
選
挙
公

報
に
つ
い
て
県
内
市
町
村
の
導
入
状
況
や
条
例

制
定
ま
で
の
経
過
を
協
議
し
ま
し
た
。

　

本
市
議
会
議
員
の
合
意
を
得
る
こ
と
や
選
挙

管
理
委
員
会
と
の
情
報
交
換
を
進
め
な
が
ら
、

今
後
も
調
査
研
究
を
継
続
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

6
月
29
日
に
建
設
業
協
会
国
東
支
部
役
員
と

東
国
東
建
設
会
館
に
お
い
て
、
建
設
工
事
の
現

況
と
人
口
減
少
対
策
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

建
設
業
協
会
か
ら
、
人
口
減
少
に
ど
の
よ
う

に
歯
止
め
を
か
け
る
か
、
農
業
振
興
地
域
の
指

定
の
あ
り
方
や
小
規
模
集
落
の
居
住
対
策
等
に

多
角
的
な
意
見
を
い
た
だ
き
、
委
員
会
に
お
い

て
今
後
も
十
分
な
議
論
を
重
ね
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

7
月
7
日
か
ら
8
日
に
か
け
て
、
三
重
県
鳥

羽
市
と
伊
賀
市
に
お
い
て
行
政
視
察
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
7
月
31
日
に
当
委
員
会
を
開
催
し
、

議
会
基
本
条
例
の
検
証
に
向
け
た
具
体
的
な
取

組
み
方
針
と
行
政
視
察
に
関
す
る
意
見
交
換
を

し
ま
し
た
。

　

8
月
6
日
に
「
議
会
だ
よ
り
第
39
号
」
を
発

行
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
7
月
13
日
か
ら
14
日
に
か
け
て
、
福

岡
県
大
牟
田
市
と
古
賀
市
に
赴
き
行
政
視
察
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

8
月
20
日
に
宇
佐
市
に
お
い
て
第
3
回
臨
時

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ご
み
処
理
施
設
に
係
る
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、

建
設
地
（
西
大
堀
地
区
）
の
生
活
環
境
影
響
測

定
を
9
月
末
に
終
え
る
よ
う
実
施
し
て
い
る
こ

と
、
用
地
取
得
に
つ
い
て
は
8
割
程
度
の
境
界

確
認
が
整
い
残
り
の
部
分
に
つ
い
て
県
外
者
や

不
明
者
へ
の
対
応
を
進
め
て
い
る
こ
と
、
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
事
業
者
を
選
定
す
る
た
め
の

ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
業
務
を
行
う
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
を
選
定
し
た
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
周
辺
地
区
で
は
、
地
域
振
興
事
業
も

着
実
に
進
め
ら
れ
て
い
る
と
の
報
告
も
さ
れ
ま

し
た
。

　

8
月
3
日
に
大
分
市
で
第
2
回
定
例
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
事
案
件
で
は
、
副
広
域
連
合
長
に
長
野
恭

紘
別
府
市
長
を
、
監
査
委
員
に
大
分
市
議
会
議

員
の
萩
本
正
直
氏
を
選
任
し
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
一
般
会
計
決
算
及
び
特
別
会
計

決
算
の
認
定
に
同
意
し
ま
し
た
。

総
務
常
任
委
員
会

大
谷
和
義
委
員
長

広
報
特
別
委
員
会

吉
田
眞
津
子
委
員
長

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

野
田
忠
治
委
員
長

宇
佐
・
高
田
・
国
東
広
域
事
務
組
合
議
会

唯
有
幸
明
議
員

大
分
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会

宮
永
英
次
議
員

産
業
建
設
常
任
委
員
会
森　

正
二
委
員
長

９
月
定
例
会
初
日
の
８
月　

日
に
、閉
会
中
の
委
員
会
の
活
動
・

調
査
研
究
に
つ
い
て
各
委
員
長
か
ら
、ま
た
広
域
議
会
の
報
告
が

担
当
議
員
か
ら
あ
り
ま
し
た
。

委
員
会
・
広
域
議
会
の
報
告

委
員
会
・
広
域
議
会
の
報
告

委
員
会
・
広
域
議
会
の
報
告

委
員
会
・
広
域
議
会
の
報
告

委
員
会
・
広
域
議
会
の
報
告

委
員
会
・
広
域
議
会
の
報
告

委
員
会
・
広
域
議
会
の
報
告

議
案
質
疑
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老人クラブ役員の負担を軽減し　
クラブの復活を

― 会議等をまとめて開催し、
　　　　　役員の負担軽減に努める ―

丸小野　宣康 議員（徳象会）一 /般 /質 /問

議
員

　

合
併
前
に
は
、
各
行
政
区
に
１
つ
か
ら

３
つ
の
老
人
ク
ラ
ブ
が
あ
っ
た
が
、
現
在

は
全
く
無
い
行
政
区
が
あ
る
。
解
散
し
た

理
由
と
し
て
は
、
役
員
の
会
議
等
が
多
く

会
長
に
な
る
方
が
い
な
い
と
の
事
。
高
齢

者
の
方
々
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
存
続
を
望

ん
で
い
る
。
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
議
並
び
に

諸
行
事
の
開
催
状
況
等
、
老
人
ク
ラ
ブ
の

現
状
は
。

高
齢
者
支
援
課
長

　

こ
の
10
年
間
で
13
ク
ラ
ブ
、
会
員
数
で

1
，6
3
2
人
の
減
少
で
、
現
在
、
老
人
ク

ラ
ブ
の
な
い
行
政
区
は
13
地
区
で
す
。
原

因
と
し
て
は
、
出
席
す
る
行
事
や
会
議
等

が
多
い
事
で
、
役
員
、
特
に
会
長
を
引
き

受
け
て
い
た
だ
け
る
方
が
い
な
い
た
め
と

承
知
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
、
市
役
所
内
各
課
が
老
人
ク
ラ

ブ
役
員
の
出
席
を
求
め
る
会
議
や
行
事
な

ど
開
催
計
画
を
集
約
し
、
そ
の
情
報
を
事

務
局
で
あ
る
社
会
福
祉
協
議
会
と
共
有
を

し
て
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
役
員
が
出
か
け
る

日
数
が
少
な
く
な
る
よ
う
日
程
調
整
に
努

め
て
い
ま
す
。

議
員

　

老
人
ク
ラ
ブ
の
運
営
費
は
。

高
齢
者
支
援
課
長

　

市
は
県
の
制
度
と
合
わ
せ
て
規
定
に
基

づ
き
交
付
し
て
い
ま
す
。
老
人
ク
ラ
ブ
を

復
活
す
る
場
合
は
、
今
年
度
に
限
り
、
県

の
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
か
ら
５
万
円
の
補

助
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

議
員

　

高
齢
者
が
関
係
す
る
交
通
事
故
が
多
発

し
て
い
る
。
市
内
高
齢
者
の
運
転
免
許
証

の
自
主
返
納
の
状
況
並
び
に
返
納
者
へ
の

優
遇
措
置
等
は
。

総
務
課
長

　

市
内
の
運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
は
、

昨
年
度
は
36
人
、
本
年
１
月
か
ら
８
月
末

ま
で
は
35
人
で
す
。
自
主
返
納
さ
れ
た
方

に
は
、
身
分
証
明
書
の
効
力
が
あ
る
運
転

経
歴
証
明
書
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

県
内
サ
ポ
ー
ト
加
盟
店
で
商
品
、
宿
泊
料

等
の
割
引
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
市
と
し
て

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
活
用
促
進
や

路
線
バ
ス
利
用
者
へ
の
助
成
、
買
い
物
支

援
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
等
高
齢
者
の
生
活
支

援
に
つ
い
て
各
種
施
策
を
総
合
的
に
支
援

し
て
い
ま
す
。

議
員

　

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
推
進
事
業
の
加
入

状
況
は
。

高
齢
者
支
援
課
長

　

こ
れ
ま
で
は
、
75
歳
以
上
の
独
り
暮
ら

し
の
高
齢
者
を
対
象
と
し
て
い
ま
し
た
が
、

27
年
度
か
ら
は
そ
の
対
象
年
齢
を
65
歳
以

上
と
引
き
下
げ
て
い
ま
す
。
利
用
し
て
い

る
方
は
、
本
年
８
月
末
で
８
７
０
人
で
す
。
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農地中間管理事業の進捗状況は
― ５地区７２．４ｈａの集積計画が決定し
　　　　　　　　１，４４０万円が交付決定 ―

石川　泰也 議員（緑風会）一 /般 /質 /問

議
員

　

国
は
農
地
の
集
積
、
集
約
を
進
め
て
い

る
。
国
東
市
と
し
て
積
極
的
に
事
業
の
推

進
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
農
家

へ
の
周
知
の
方
法
は
。
ま
た
、
国
東
地
域

の
実
情
に
応
じ
た
推
進
が
必
要
で
は
。

農
政
課
長

　

農
政
課
内
の
担
当
係
を
中
心
と
し
て
、

ま
た
大
分
県
東
部
振
興
局
に
中
間
管
理
機

構
よ
り
配
属
さ
れ
て
お
り
ま
す
担
当
駐
在

員
と
も
連
携
を
図
り
な
が
ら
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

　

事
業
の
情
報
に
つ
い
て
は
広
報
紙
や
ケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
等
を
活
用
し
、
ま
た
認
定

農
業
者
の
研
修
会
や
農
地
利
用
組
合
長
会

議
の
中
で
お
伝
え
し
て
い
き
、
農
家
の
経

営
安
定
の
た
め
に
今
後
と
も
努
め
て
い
き

ま
す
。

議
員

　

新
規
参
入
者
が
農
業
経
営
と
地
域
の
一

員
と
し
て
成
功
す
る
た
め
の
指
導
と
環
境

整
備
は
。

農
政
課
長

　

新
規
農
業
参
入
に
お
け
る
施
設
の
建
設

場
所
に
つ
い
て
は
、
地
権
者
並
び
に
地
区
の

ご
理
解
を
得
な
が
ら
決
定
し
て
い
ま
す
。

　

新
規
農
業
参
入
者
に
は
末
永
く
農
業
経

営
を
行
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
第
一
と
考
え

て
い
ま
す
の
で
、
地
域
に
根
ざ
し
て
も
ら

え
る
よ
う
地
域
と
の
関
係
構
築
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

議
員

　

国
東
半
島
の
中
心
を
循
環
す
る
道
路
整

備
が
観
光
の
起
爆
剤
に
な
る
の
で
は
と
思

う
が
、
市
道
成
仏
文
殊
線
の
整
備
計
画

は
。

建
設
課
長

　

本
線
の
道
路
は
高
低
差
が
大
き
い
た
め

現
在
の
よ
う
に
曲
が
っ
て
い
ま
す
。
大
型

観
光
バ
ス
の
通
行
は
ト
ン
ネ
ル
等
の
計
画

を
し
な
け
れ
ば
困
難
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

今
後
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
普
通
車
、

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
等
の
通
行
可
能
な
整
備
を

考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
長

　

六
郷
満
山
の
文
化
栄
え
た
と
こ
ろ
で
す

か
ら
県
外
の
バ
ス
会
社
に
も
担
当
課
長
を

は
じ
め
、
観
光
協
会
も
今
誘
客
に
動
い
て

お
り
ま
す
。

　

今
後
な
か
な
か
難
し
い
面
が
多
い
と
思

い
ま
す
が
、
県
の
土
木
事
務
所
と
相
談
し

な
が
ら
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
整
備
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

※
ほ
か
に
、
職
員
の
採
用
試
験
の
時
期
と

職
員
の
接
遇
研
修
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し

た
。

耕作放棄地の草刈作業

谷
と
谷
を
結
ぶ
道
路
の
整
備
を

新
規
農
業
参
入
者
へ
の
指
導
は
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新庁舎の迂回道路計画は
― あと３年で工事を完成する ―

堤　　康二郎 議員（創世会）一 /般 /質 /問

議
員

　

大
分
県
国
東
総
合
庁
舎
を
抜
け
て
弥
生

の
ム
ラ
に
行
く
道
路
に
つ
な
ぐ
迂
回
路
計

画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

建
設
課
長

　

新
た
な
道
路
計
画
と
し
て
、
マ
ル
シ
ョ

ク
前
の
建
設
業
協
会
横
か
ら
田
深
安
国
寺

線
に
続
く
計
画
を
今
年
度
か
ら
実
施
し
て

お
り
事
業
費
は
１
千
万
円
程
度
の
測
量
委

託
業
務
で
す
。
こ
の
路
線
の
新
設
に
よ
り

オ
レ
ン
ジ
道
路
、
県
道
豊
後
高
田
国
東
線

と
接
続
す
る
こ
と
か
ら
交
通
渋
滞
の
解
消

に
役
立
つ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

議
員

　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

建
設
課
長

　

来
年
度
用
地
買
収
の
計
画
で
、
延
長
４

０
０
メ
ー
ト
ル
程
度
の
歩
道
付
２
車
線
道

路
の
計
画
、
概
算
で
メ
ー
ト
ル
40
万
円
程

度
の
も
の
で
１
億
５
・
６
千
万
円
程
度
の

事
業
費
で
す
。

議
員

　

新
た
な
駐
車
場
計
画
は
あ
る
の
か
。

政
策
企
画
課
長

　

現
庁
舎
の
第
２
庁
舎
及
び
一
部
の
プ
レ

ハ
ブ
倉
庫
を
残
し
て
解
体
し
、
駐
車
場
と

し
て
再
整
備
す
る
予
定
で
す
。
安
国
寺
団

地
に
つ
い
て
は
、
入
居
者
に
対
し
て
住
み

替
え
の
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
平

成
26
年
12
月
に
市
に
寄
付
を
い
た
だ
い
た

旧
橋
永
医
院
の
土
地
と
建
物
は
、
来
年
４

月
以
降
、
具
体
的
な
活
用
計
画
が
決
定
す

る
ま
で
臨
時
の
駐
車
場
と
し
て
活
用
し
ま

す
。

議
員

　

市
内
に
家
や
会
社
を
建
て
た
い
が
、
農

振
除
外
に
時
間
が
か
か
る
の
を
嫌
い
建
物

が
建
た
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
が
、
道
路
沿

い
の
奥
行
30
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
は
農
振
を

外
し
て
は
ど
う
か
。

農
政
課
長

　

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
、
中
山
間
地

域
等
直
接
支
払
交
付
金
、
圃
場
整
備
な
ど

土
地
改
良
事
業
な
ど
は
、
農
業
振
興
地
域

内
の
農
地
で
な
い
と
加
入
や
施
行
が
で
き

な
い
要
件
と
な
っ
て
お
り
、
沿
道
30
メ
ー

ト
ル
の
地
域
を
す
べ
て
一
律
に
除
外
す
る

こ
と
は
、
農
業
行
政
の
執
行
に
得
策
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

議
員

　

都
市
計
画
区
域
内
の
道
路
沿
い
の
用
途

指
定
で
な
い
と
こ
ろ
は
、
農
振
を
外
し
て

い
い
の
で
は
な
い
か
。

農
政
課
長

　

一
律
は
困
難
で
す
が
、
都
市
計
画
の
見

直
し
や
市
の
地
域
政
策
な
ど
で
政
策
的
な

立
場
か
ら
、
一
部
地
域
を
定
め
て
農
業
振

興
地
域
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
変

更
す
る
こ
と
は
可
能
と
考
え
ま
す
。

農
業
振
興
地
域
の
見
直
し
は

新庁舎周辺の道路計画地
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いきいきセルフケア教室の
　　　　　６カ月後の受け皿は

― 地域包括支援センターに相談を ―

秋國　良二 議員（市民クラブ）一 /般 /質 /問

議
員

　

い
き
い
き
セ
ル
フ
ケ
ア
教
室
の
利
用
期

間
は
６
カ
月
で
あ
る
。
そ
の
後
の
受
け
皿

は
ど
う
な
る
の
か
。
ど
う
や
っ
て
健
康
維

持
を
し
て
い
く
の
か
。

高
齢
者
支
援
課
長

　

６
カ
月
間
利
用
頂
い
た
方
に
は
、
自
宅

で
自
主
的
な
健
康
づ
く
り
を
実
践
し
て
頂

き
、
教
室
参
加
は
終
了
に
な
り
ま
す
。
自

分
で
健
康
づ
く
り
が
継
続
で
き
ず
、
近
く

に
健
や
か
サ
ロ
ン
や
週
一
元
気
ア
ッ
プ
教

室
も
な
い
方
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
健
康
づ
く
り

が
継
続
で
き
な
い
、
状
態
が
悪
化
し
た
理

由
を
確
認
し
て
、
改
め
て
教
室
参
加
が
効

果
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
続

け
て
教
室
参
加
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員

　

ど
の
よ
う
な
広
報
を
し
て
い
る
か
。

高
齢
者
支
援
課
長

　

多
く
の
事
業
所
で
は
、
10
月
か
ら
参
加

者
を
入
れ
変
え
て
教
室
実
施
す
る
こ
と
に

し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
所
が
参
加

者
募
集
を
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
相
談
に
来

ら
れ
た
方
に
、
教
室
の
参
加
を
奨
め
て
い

ま
す
。
今
後
は
市
報
に
掲
載
す
る
な
ど
し

て
広
報
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員

　

健
康
づ
く
り
応
援
教
室
の
状
況
は
。

高
齢
者
支
援
課
長

　

元
気
で
自
立
し
た
生
活
を
続
け
て
い
く

た
め
の
教
室
で
、
１
回
４
時
間
で
月
２

回
、
６
カ
月
受
け
て
頂
き
ま
す
。
昼
食
代

と
入
浴
料
な
ど
１
回
千
円
の
自
己
負
担
で

す
。
現
在
参
加
者
は
９
人
で
す
。
今
後
の

参
入
予
定
は
社
会
福
祉
協
議
会
が
運
営
す

る
、
国
東
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
た
ん
ぽ
ぽ
が
10

月
か
ら
開
始
予
定
で
す
。

議
員

　

市
の
計
画
で
は
、
現
本
庁
舎
の
川
沿
い

の
建
物
は
書
庫
用
に
残
し
、
あ
と
は
更
地

に
し
て
職
員
用
駐
車
場
と
な
っ
て
い
る

が
、
地
域
活
性
化
の
た
め
の
活
用
は
で
き

な
い
か
。

市
長

　

当
面
の
間
、
職
員
駐
車
場
及
び
ア
ス
ト

く
に
さ
き
の
第
２
駐
車
場
と
し
ま
す
。

　

今
後
、
新
庁
舎
周
辺
の
環
境
が
変
わ
り

別
途
駐
車
場
の
確
保
が
で
き
る
状
況
に
な

れ
ば
他
の
活
用
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
駐

車
場
不
足
の
現
状
で
は
で
き
ま
せ
ん
。

議
員

　

田
深
川
の
親
水
、
都
市
公
園
、
国
道
に

面
し
た
立
地
を
利
用
し
、
ま
ち
の
駅
に
し

て
は
ど
う
か
。

市
長

　

当
面
の
間
、
環
境
が
変
わ
ら
な
い
限
り

駐
車
場
と
し
て
使
い
ま
す
。
空
い
て
い
る

時
は
地
区
に
貸
す
こ
と
は
可
能
で
す
。

市
庁
舎
跡
地
活
用
「
ま
ち
の
駅
」
に

いきいきセルフケア教室の様子
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位置情報端末所持に市の補助を
― この方法が最適であれば
　　　　　　　担当課で検討させる ―

宮永　英次 議員（市民改革クラブ）一 /般 /質 /問

議
員

　

徘
徊
症
状
の
あ
る
人
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
を

使
っ
た
位
置
情
報
端
末
を
所
持
し
て
も
ら

う
の
に
市
の
補
助
は
で
き
な
い
か
。

高
齢
者
支
援
課
長

　

現
在
、
県
内
で
は
３
市
に
置
い
て
議
員

ご
指
摘
の
初
期
導
入
費
用
に
つ
い
て
補
助

対
象
と
す
る
制
度
と
い
う
こ
と
で
導
入
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
そ
の
補
助
制
度
の

導
入
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う

な
推
進
が
で
き
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
制

度
設
計
を
し
て
い
く
の
か
、
あ
ら
ゆ
る
こ

と
を
勘
案
し
て
提
起
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

議
員

　

福
祉
の
里
づ
く
り
を
掲
げ
る
市
長
と
し

て
、
こ
の
位
置
情
報
端
末
の
導
入
に
つ
い

て
推
進
を
考
え
て
い
た
だ
け
る
か
。

市
長

　

基
本
的
に
は
、
今
、
担
当
課
長
が
答
え

た
通
り
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
方
法
が

最
適
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
含
め
て
担
当
課

で
検
討
さ
せ
ま
す
。

議
員

　

小
・
中
学
校
の
早
い
段
階
か
ら
政
治
意

識
を
高
め
る
教
育
が
必
要
。
主
権
者
教
育

に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

学
校
教
育
課
長

　

義
務
教
育
段
階
で
も
基
礎
的
な
政
治
学

習
と
し
て
の
対
応
が
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

小
・
中
学
校
に
お
け
る
主
権
者
教
育
の
課

題
は
、
い
か
に
し
て
政
治
の
働
き
を
身
近

に
捉
え
さ
せ
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
教

育
の
政
治
的
中
立
性
を
厳
守
し
つ
つ
、
自

分
た
ち
の
地
域
社
会
を
よ
り
良
く
し
て
い

く
た
め
の
政
治
や
選
挙
の
あ
り
方
に
つ
い

て
考
え
さ
せ
る
実
践
的
な
学
習
が
必
要
で

す
。

　

さ
ら
に
は
、
国
や
地
域
の
抱
え
る
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
を
認
識
で
き
る
よ
う
に
時
事

問
題
を
扱
っ
た
新
聞
を
活
用
し
た
学
習
を

進
め
た
り
、
自
ら
考
え
、
判
断
で
き
る
力

を
育
成
す
る
な
ど
、
各
学
校
に
指
導
し
て

ま
い
り
ま
す
。

議
員

　

昨
年
、
中
学
校
に
エ
ア
コ
ン
が
設
置
さ

れ
た
。
小
学
校
に
も
是
非
エ
ア
コ
ン
を
設

置
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

教
育
次
長

　

小
学
校
に
は
夏
季
に
長
期
の
お
休
み
が

あ
り
ま
す
の
で
、
稼
働
期
間
を
７
月
の
半

月
間
、
９
月
前
半
の
半
月
間
で
あ
り
、
使

用
期
間
も
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た

点
を
踏
ま
え
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
小
学
校

普
通
教
室
へ
の
空
調
機
を
設
置
す
る
予
定

計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
。

新聞を活用した学習（大分合同新聞掲載記事より引用）

選
挙
権
年
齢
を
18
歳
以
上
に

　

引
き
下
げ
る
公
職
選
挙
法
の
改
正

小
学
校
に
も
エ
ア
コ
ン
を
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交通弱者の投票所への
　　　　　移動手段の確保は
― 移動の負担を軽減することが

　　　　　　　　　　　今後の検討課題 ―

宇都宮　郁 議員（緑風会）一 /般 /質 /問

議
員

　

投
票
所
へ
の
移
動
手
段
と
し
て
、
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
等
を
巡
回
さ
せ
、
交
通
手
段
の

確
保
は
で
き
な
い
の
か
。

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

　

移
動
手
段
を
持
た
な
い
高
齢
者
な
ど
に

対
し
て
投
票
所
へ
の
送
迎
バ
ス
を
運
行
し

て
い
る
自
治
体
は
、
県
内
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
公
平
性
、
公
正
性
を
欠
く
こ
と
の
な

い
よ
う
に
す
る
た
め
、
送
迎
バ
ス
を
運
行

す
る
こ
と
は
非
常
に
難
し
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
投
票
所
へ
行
く
こ
と
が
困
難
な
方

に
つ
き
ま
し
て
は
、
移
動
に
か
か
る
負
担

を
軽
減
で
き
る
よ
う
な
こ
と
が
で
き
な
い

か
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

議
員

　

世
界
農
業
遺
産
の
情
報
発
信
と
モ
デ
ル

コ
ー
ス
周
辺
の
環
境
整
備
は
。

農
政
課
長

　

大
分
県
が
事
務
局
を
も
っ
て
い
る
国
東
半

島
宇
佐
地
域
世
界
農
業
遺
産
推
進
協
議
会
で

は
、
１
年
以
上
前
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開

設
し
て
い
ま
す
。
国
東
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
４
段
階
ほ
ど
段
階
を
踏
ま
な
い
と
行

け
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
わ
か

り
や
す
い
形
に
で
き
な
い
か
検
討
い
た
し
ま

す
。

　

た
め
池
や
ク
ヌ
ギ
林
を
巡
る
観
光
は
、
歩

き
な
が
ら
散
策
を
し
て
い
た
だ
け
る
と
い
う

こ
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
モ
デ
ル
コ
ー
ス
周

辺
の
草
刈
り
等
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
地

元
の
方
々
に
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
る
と
思

い
ま
す
。
大
規
模
な
道
路
や
駐
車
場
の
整
備

は
予
定
し
て
い
ま
せ
ん
。

議
員

　

大
分
空
港
の
愛
称
に
つ
い
て
、
市
の
考

え
は
。

政
策
企
画
課
長

　

空
港
の
本
名
称
に
つ
き
ま
し
て
は
、
政

令
の
改
正
が
必
要
と
な
っ
て
お
り
、
地
名

以
外
の
空
港
名
称
は
あ
り
ま
せ
ん
。
愛
称

を
掲
げ
る
空
港
に
つ
い
て
は
、
国
内
に
多

数
あ
り
ま
す
。

　

大
分
空
港
の
愛
称
に
つ
き
ま
し
て
は
、

県
が
管
轄
し
て
一
般
募
集
を
か
け
た
り
、

各
関
係
自
治
体
が
加
盟
す
る
、
例
え
ば
、

大
分
空
港
利
用
促
進
期
成
会
な
ど
の
団
体

が
要
望
し
た
り
と
さ
ま
ざ
ま
で
、
特
に
決

ま
り
は
な
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

国
東
に
関
連
す
る
も
の
で
愛
称
が
付
け
ら

れ
れ
ば
、
知
名
度
ア
ッ
プ
、
Ｐ
Ｒ
、
情
報
発

信
と
効
果
が
大
き
い
と
考
え
ま
す
が
、
立
地

自
治
体
だ
け
が
利
益
を
受
け
る
愛
称
と
い
う

も
の
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

議
員

　

私
は
「
大
分
国
東
半
島
空
港
」
と
い
う

の
が
一
番
だ
と
思
い
ま
す
が
、
市
長
の
考

え
は
。

市
長

　

こ
こ
国
東
に
あ
る
の
で
、
「
大
分
国
東

空
港
」
と
か
、
「
大
分
国
東
半
島
空
港
」

と
い
う
の
が
、
地
元
や
我
々
に
と
っ
て
は

一
番
い
い
ん
で
す
が
、
国
東
市
だ
け
よ
く

て
も
な
か
な
か
言
え
ま
せ
ん
。

大
分
空
港
の
愛
称
は

世
界
農
業
遺
産
の
整
備
は

大分空港
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国東半島周遊高速道路　　　
整備構想を立ち上げては

― 県と相談しながら要望していきたい ―

唯有　幸明 議員（創世会）一 /般 /質 /問

議
員

　

宇
佐
・
国
見
高
規
格
道
路
の
計
画
推
進

と
、
合
わ
せ
て
空
港
道
路
を
国
見
ま
で
延

伸
の
考
え
は
。

建
設
課
長

　

宇
佐
・
国
見
高
規
格
道
路
促
進
期
成
会

は
、
豊
後
高
田
市
、
国
東
市
、
宇
佐
市
、
杵

築
市
、
姫
島
村
と
各
種
団
体
で
構
成
さ
れ
、

国
、
県
へ
の
要
望
活
動
や
総
決
起
集
会
を
行

っ
て
き
ま
し
た
が
、
現
在
は
休
止
し
て
い
ま

す
。
ま
た
空
港
道
路
の
延
伸
は
、
望
ま
れ
る

こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
宇
佐
・
国
見
を

含
む
高
規
格
道
路
の
延
伸
の
実
現
性
を
含
め

て
、
土
木
事
務
所
と
検
討
協
議
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

議
員

　

県
道
国
見
山
香
線
の
山
間
部
の
再
改
良

を
要
望
し
て
は
。

建
設
課
長

　

急
カ
ー
ブ
が
多
く
大
型
バ
ス
が
通
行
で

き
な
い
状
況
な
の
で
、
改
め
て
土
木
事
務

所
に
要
望
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
員

　

国
道
２
１
３
号
線
か
ら
真
玉
に
か
け

て
、
海
側
の
樹
木
が
伐
採
さ
れ
見
晴
ら
し

が
良
く
な
っ
て
い
る
。
国
東
市
で
も
同
様

の
事
業
は
で
き
な
い
か
。

建
設
課
長

　

豊
後
高
田
市
観
光
協
会
に
よ
る
「
恋
叶

ロ
ー
ド
」
計
画
及
び
国
東
半
島
芸
術
祭
の

た
め
に
海
岸
沿
線
の
美
化
活
動
の
一
環
と

し
て
行
っ
た
事
業
で
、
特
別
な
補
助
事
業

で
実
施
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
国
東
管

内
で
同
様
の
個
所
が
あ
れ
ば
検
討
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

議
員

　

定
住
促
進
策
と
し
て
、
国
見
町
内
２
カ

所
の
別
荘
地
を
活
用
し
て
転
入
者
の
増
に

つ
な
げ
ら
れ
な
い
か
。

活
力
創
生
課
長

　

大
熊
毛
地
区
、
伊
美
地
区
に
あ
る
別
荘

の
う
ち
、
大
熊
毛
の
別
荘
２
戸
は
空
き
家

バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
現
在
居
住
し
て
い
ま

す
が
、
そ
の
他
活
用
で
き
る
物
件
は
な

く
、
ま
た
一
般
の
分
譲
地
の
よ
う
に
整
地

さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
山
林
地
に

生
活
道
路
を
整
備
し
た
と
い
う
状
況
で
あ

り
一
般
住
宅
と
し
て
の
活
用
は
困
難
で

す
。

議
員

　

新
規
参
入
者
の
農
地
取
得
に
対
し
て
の

緩
和
策
は
な
い
か
。

農
業
委
員
会
事
務
局
長

　

農
地
法
で
下
限
面
積
要
件
が
50
ａ
と
規

定
さ
れ
て
お
り
、
50
ａ
に
達
し
な
い
場
合

は
許
可
で
き
ず
、
緩
和
策
は
今
の
と
こ
ろ

あ
り
ま
せ
ん
。

定
住
促
進
策
は

実りの秋を迎えた水田
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人口減少の中における
　　　　　　子育て支援は
― さらなる充実に向けて検討します ―

吉田　眞津子 議員（市民改革クラブ）一 /般 /質 /問

議
員

　

市
政
懇
談
会
の
資
料
に
あ
っ
た
子
育
て

支
援
策
の
推
進
状
況
は
。

医
療
保
健
課
長

　

資
料
の
中
に
安
心
な
医
療
体
制
の
整

備
、
予
防
接
種
や
妊
婦
健
診
、
子
ど
も
医

療
に
対
す
る
助
成
の
充
実
と
い
う
こ
と
を

例
示
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
医
療
費
の
助

成
に
つ
い
て
は
、
県
内
の
市
町
村
の
状
況

や
、
受
診
対
策
も
検
討
し
な
が
ら
早
い
時

期
に
進
め
て
い
き
た
い
。
国
に
対
し
て
も

財
源
等
要
望
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員

　

県
下
で
も
先
駆
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

任
意
の
予
防
接
種
の
拡
充
は
。

医
療
保
健
課
長

　

感
染
予
防
対
策
と
し
て
最
も
有
効
な
の

が
予
防
接
種
で
あ
り
、
最
優
先
し
て
高
額

な
予
防
接
種
に
つ
い
て
助
成
の
拡
大
を
検

討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
員

　

不
妊
治
療
が
10
月
か
ら
拡
充
さ
れ
た
。

そ
の
内
容
は
。

医
療
保
健
課
長

　

不
妊
治
療
は
国
、
県
、
市
町
村
の
３
段

階
で
の
助
成
制
度
と
な
り
ま
す
。
こ
の
10

月
よ
り
県
が
助
成
額
を
引
き
上
げ
ま
し
た

が
、
県
が
実
施
し
な
い
人
工
授
精
等
の
不

妊
治
療
に
つ
い
て
は
引
き
続
い
て
市
が
単

独
助
成
を
行
い
ま
す
。

議
員

　

妊
産
婦
対
策
の
現
状
と
健
診
や
そ
の
他

の
費
用
の
助
成
支
援
は
。

医
療
保
健
課
長

　

現
在
、
妊
婦
教
室
な
ど
は
実
施
し
て
い

ま
せ
ん
が
、
訪
問
活
動
は
優
先
順
位
を
高

く
し
て
訪
問
を
継
続
し
て
い
ま
す
。
妊
婦

健
診
に
対
す
る
助
成
は
通
常
14
回
、
そ
の

他
の
検
査
が
３
回
、
35
歳
以
上
の
妊
婦
に

は
、
超
音
波
検
査
１
回
の
費
用
助
成
し
て

い
ま
す
。
市
内
に
出
産
医
療
機
関
が
な
い

こ
と
に
よ
る
交
通
費
の
負
担
や
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
検
査
な
ど
も
あ
り
、
子
育
て
支
援
の

ス
タ
ー
ト
と
し
て
助
成
や
支
援
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
員

　

県
の
子
育
て
ク
ー
ポ
ン
券
と
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
の
助
成
の
重
な
り

は
。

福
祉
課
長

　

現
在
既
存
の
助
成
制
度
が
あ
る
部
分
は

そ
ち
ら
を
先
行
し
て
、
不
足
す
る
分
に
こ

れ
を
加
え
る
と
い
う
方
法
で
す
。

議
員

　

保
育
料
軽
減
の
拡
充
策
は

福
祉
課
長

　

今
年
４
月
か
ら
、
子
ど
も
子
育
て
支
援

法
に
基
づ
く
新
た
な
保
育
料
を
適
応
し
て

い
ま
す
。
子
育
て
支
援
す
る
う
え
で
大
き

な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
る
保
育
料
に
つ
い
て

は
、
検
討
を
重
ね
28
年
度
予
算
に
計
上
し

て
い
き
ま
す
。

おもちゃ図書館での子育て支援
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本
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
平
成
27
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
及
び
、
特
別
会

計
補
正
予
算
議
案
２
件
、

条
例
改
正
議
案
５
件
の
計

７
件
と
国
東
市
地
方
創
生

に
関
す
る
請
願
に
つ
い
て

審
査
し
、
原
案
ど
お
り
可

決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
政

策
企
画
課
か
ら
地
方
創
生

に
関
し
経
過
と
今
後
の
動

向
に
つ
い
て
説
明
と
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　

建
設
工
事
の
完
了
に
伴

い
、
消
防
本
部
及
び
消
防

署
の
所
在
地
を
市
内
国
東

町
北
江
3
1
6
2
番
地
１

に
変
更
す
る
も
の
で
す
。

　

委
員
会
終
了
後
、
運
用

開
始
前
の
消
防
本
部
に
赴

き
、
デ
ジ
タ
ル
通
信
指
令

室
な
ど
を
見
て
回
り
ま
し

た
。
最
新
の
機
器
に
囲
ま

れ
、
火
災
や
災
害
時
の
対

応
に
心
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

国
東
市
商
工
会
、
建
設

業
協
会
提
出
に
よ
る
地
方

創
生
に
関
す
る
請
願
を
審

査
し
、
建
設
的
な
意
見
を

盛
り
込
ん
だ
請
願
を
採
択

す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し

ま
し
た
。

　

選
挙
公
報
は
、
候
補
者

の
政
策
等
を
有
権
者
に
周

知
す
る
た
め
、
選
挙
の
判

断
材
料
と
し
て
有
効
で
あ

り
、
当
委
員
会
で
は
、
選

　

本
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
平
成
27
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
及
び
特
別
会
計
補

正
予
算
議
案
５
件
と
条
例
改

正
議
案
１
件
の
計
６
件
を
審

査
し
、
異
議
な
く
可
決
し
ま

し
た
。

　

国
東
市
歴
史
体
験
学
習

館
で
は
国
東
半
島
六
郷
満

山
の
文
化
財
を
一
堂
に
集

め
て
展
示
す
る
寺
宝
展
が

行
わ
れ
、
文
化
財
を
適
正

に
管
理
す
る
た
め
の
、
防

犯
用
の
監
視
カ
メ
ラ
を
設

置
す
る
も
の
で
す
。

　

世
界
的
に
著
名
な
指
揮

者
西
本
智
実
＆
イ
ル
ミ
ナ

ー
ト
フ
ィ
ル
に
よ
る
「
国

東
公
開
リ
ハ
ー
サ
ル
」
が
、

国
東
市
合
併
10
周
年
記
念

プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開

催
さ
れ
、
こ
の
事
業
費
が

大
分
県
地
域
活
力
づ
く
り

活
動
支
援
事
業
補
助
金
と

常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

文教
厚生

一時預かり（保育対策）事業
などに補正予算
一時預かり（保育対策）事業
などに補正予算
一時預かり（保育対策）事業
などに補正予算

総務国東市地方創生に関する
請願を採択
国東市地方創生に関する
請願を採択
国東市地方創生に関する
請願を採択

国
東
市
重
吉
公
生

く
に
さ
き
振
興
基
金

条
例
制
定

国
東
市
消
防
本
部
及
び

消
防
署
の
設
置
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
、

現
地
視
察

国
東
市
地
方
創
生
に

関
す
る
請
願

選
挙
公
報

六
郷
満
山
千
三
百
年
祭

寺
宝
展
で
の
文
化
財
管

理

西
本
智
実

国
東
公
開
リ
ハ
ー
サ
ル

六郷満山開創1300年祭、寺宝展での
木造角大師坐像（峨眉山文殊仙寺所蔵）
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し
て
交
付
さ
れ
る
こ
と
に

伴
い
、
減
額
補
正
と
な
る

も
の
で
す
。

　

子
ど
も
・
子
育
て
新
制

度
の
施
行
に
よ
り
、
今
ま
で

幼
稚
園
に
通
園
し
て
い
た
園

児
の
う
ち
、
認
定
こ
ど
も
園

の
標
準
時
間
外
預
か
り
保
育

を
利
用
す
る
者
が
急
増
し
た

た
め
補
助
金
を
増
額
補
正
す

る
も
の
で
す
。

　

手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

は
、「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
」

の
施
行
に
伴
い
、
通
知
カ
ー

ド
及
び
個
人
番
号
カ
ー
ド
の

再
交
付
手
数
料
を
定
め
る
た

め
に
提
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

本
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
平
成
27
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
及
び
特
別
会
計

補
正
予
算
議
案
６
件
と
条

例
制
定
・
条
例
改
正
２
件

の
計
８
件
に
つ
い
て
審
査

し
、
原
案
ど
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

　

国
東
市
内
の
漁
港
の
測

量
を
行
う
も
の
で
す
。
現

在
４
つ
の
漁
港
か
ら
浚
渫

希
望
が
出
て
い
ま
す
。
全

て
の
漁
港
を
同
時
に
浚
渫

は
予
算
的
に
も
無
理
な
の

で
４
年
計
画
で
行
う
た
め

の
も
の
で
す
。

　

寄
附
者
の
意
向
を
踏
ま

え
て
、
数
年
後
に
寄
附
金

を
執
行
す
る
条
例
を
制
定

し
ま
す
。

　

今
年
度
の
ふ
る
さ
と
納

税
は
お
か
げ
さ
ま
で
増
額
し

て
お
り
ま
す
。
こ
の
事
業
に

関
す
る
費
用
を
年
度
末
に
、

集
ま
っ
た
基
金
か
ら
差
し
引

い
て
基
金
に
す
る
よ
う
に
、

一
部
改
正
を
し
ま
す
。

挙
公
報
導
入
に
つ
い
て
議

員
か
ら
意
見
を
聞
い
て
方

向
性
を
出
し
た
い
と
考
え
、

会
派
長
を
通
じ
所
属
議
員

の
見
解
を
求
め
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
全
議
員
の
同

意
が
得
ら
れ
ま
し
た
の
で
、

選
挙
公
報
導
入
に
向
け
て

調
査
研
究
を
継
続
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

一時預かり（保育対策）事業
などに補正予算

産業
建設

国東市地方創生に関する
請願を採択

国
東
市
重
吉
公
生

く
に
さ
き
振
興
基
金

条
例
制
定

国
東
市
重
吉
公
生

く
に
さ
き
振
興
基
金

条
例
制
定

国
東
市
重
吉
公
生

く
に
さ
き
振
興
基
金

条
例
制
定

一
時
預
か
り
事
業

（
保
育
対
策
等
促
進
事
業
）

手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

測
量
業
務
委
託
料

国
東
市
ふ
る
さ
と
応
援

基
金
条
例
の
一
部
改
正

国
東
市
重
吉
公
生

く
に
さ
き
振
興
基
金

条
例
制
定

浚渫が始まる黒津漁港

消防本部施設見学し
ゅ
ん
せ
つ

し
ゅ
ん
せ
つ
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専決処分の報告について（和解について）

地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づく健全化判断比率の算定について

地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づく資金不足比率の算定について

平成26年度国東市一般会計歳入歳出決算の認定について

平成26年度国東市住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算の認定について

平成26年度国東市立国東自動車学校特別会計歳入歳出決算の認定について

平成26年度国東市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について

平成26年度国東市介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について

平成26年度国東市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定について

平成26年度国東市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について

平成26年度国東市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について

平成26年度国東市特定環境保全公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について

平成26年度国東市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について

平成26年度国東市浄化槽設置事業特別会計歳入歳出決算の認定について

平成26年度国東市工業用水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について

平成26年度国東市民病院事業特別会計歳入歳出決算の認定について

平成27年度国東市一般会計補正予算（第２号）

平成27年度国東市住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第１号）

平成27年度国東市立国東自動車学校特別会計補正予算（第１号）

平成27年度国東市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）

平成27年度国東市介護保険事業特別会計補正予算（保険事業勘定第１号　介護サービス事業勘定第１号）

平成27年度国東市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）

平成27年度国東市簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）

平成27年度国東市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）

平成27年度国東市特定環境保全公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）

平成27年度国東市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）

平成27年度国東市工業用水道事業特別会計補正予算（第１号）

国東市重吉公生くにさき振興基金条例の制定について

国東市個人情報保護条例の一部改正について

国東市手数料条例の一部改正について

国東市都市公園条例の一部改正について

国東市消防本部及び消防署の設置等に関する条例の一部改正について

国東市附属機関設置条例の一部改正について

国東市ふるさと応援基金条例の一部改正について

国東市公営企業資金運用基金条例の一部改正について

人権擁護委員の推薦について

人権擁護委員の推薦について

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・報告

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・報告

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・報告

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・認定

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・認定

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・認定

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・認定

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・認定

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・認定

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・認定

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・認定

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・認定

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・認定

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・認定

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・認定

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・認定

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・原案可決

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・原案可決

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・原案可決

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・原案可決

・・・・・・原案可決

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・原案可決

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・原案可決

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・原案可決

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・原案可決

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・原案可決

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・原案可決

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・原案可決

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・原案可決

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・原案可決

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・原案可決

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・原案可決

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・原案可決

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・原案可決

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・原案可決

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・同意

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・同意

国東市地方創世に関する請願・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・採択

地方財政の充実・強化を求める意見書（案）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・原案可決

議案等議決結果一覧
平成27年第３回定例会（平成27年８月31日～９月18日）

※以上、全て全会一致で可決・認定しました。

【市長提出議案】

【請願】

【議員発議】
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議会開催日を知りたいのですが？

議会の情報はどこで手に入る？

○議会だより…………

議会の情報を得るには次のような媒体があります。

？

？

議会を知るにはどうすればいいの？
「議会のことをあまり知らない」「議会って何をしているの」
という声をときどきお聞きします。そこで、今回は、議会傍
聴以外に議会情報を得る媒体をご紹介します。

ホームページを閲覧して、議会日程をクリックしてください。　

直近の日程をご覧になれます。

年４回の議会定例会ごとに発行します。発行日は定例会終了から約 1 カ月後
の区長文書日です。（全戸配布）。
本会議で審議した内容を中心に、委員会レポートや議会の動きなどを議員自
らが記者となって掲載しています。

○ケーブルテレビ……定例会ごとにケーブルテレビにて生放映しています。
「議会開会日（議案の提案理由説明）」、「一般質問（再放送あり）」、「議案質疑」、
「予算・決算特別委員会」の模様をご覧になれます。放送時間は、ホームペー
ジと大分合同新聞地方番組欄に掲載しています。

○議会報告会…………議会基本条例に基づいて今年で５回目の開催となります。国見、国東、武蔵、
安岐の４会場で行われ、議員から直接議会活動の報告をします。また、議会
に対する皆さんの意見など生の声を聞いて議会に反映します。

○ホームページ………国東市議会のホームページに市議会情報を掲載しています。
議員の紹介、議会日程、議会結果、議会だより、会議録の検索等詳細な情報
が得られます。

ケーブルテレビで議会中継を見過ごしたのですが、
もう一度見ることができますか。
一般質問は、会期終了後に４回再放送します。放送時間は、ホームページと大分合同新聞

地方番組欄に掲載しています。

Q A

Q2

A

Q1

A

A

Q3

Q&Auestion nswer
議会

特 集
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　市議会では、平成27年第2回定例会に
おいて、政策形成等の機能充実を図る
ために、国東市議会基本条例を改正し、
政策協議会と政策研究会を設置しまし
た。具体的には、議会内の会派や議員
及び委員会または市民から提供された
市政に関する重要な課題について調査
研究を行い、議会自ら政策提言・政策
立案を行っていこうとするものです。

　今年２月と3月に、議会活性化特別委
員会が「人口減少問題」について学校
区単位の地域住民と意見交換会を実施
しました。市内16カ所、261人の市民
が参加し、地域の課題や要望など多く
の意見が出されました。その意見を参
考に、現在、議員が4つの分野に分かれ
て、各種団体と意見交換会を開催し調
査研究を行っているところです。

※11月 17 日、18 日に開催する「議会報告会」のなかで政策研究会について説明します。

第５回　議会報告会のお知らせ 国東市議会政策研究会の取り組み国東市議会政策研究会の取り組み国東市議会政策研究会の取り組み

政策協議会・政策研究会の設置フロー図

課題 「人口減少問題について」 

意見交換会

地域活性化・観光グループ

政策提言
政策立案

市
執
行
部

諮問
答申

議
長
・
議
会

報告

政
策
協
議
会

政
策
研
究
会（
議
長
を
除
く
全
議
員
）

教育・子育てグループ

福祉・高齢者グループ

産業・建設グループ

政策立案・提言
を協議しまとめ
る

人口減少問題に
ついての調査研
究

○意見交換会を
　９月までに５回実施
　中間報告を９月１８日に
　政策協議会に提出

国東市議会だより 40号 22



○報　告　内　容 ●平成26年度国東市一般会計・特別会計決算報告

●時間はいずれの会場も午後７時からで１時間程度を予定しています。

◆開催期日・会場
平成27年11月17日（火）
◉国見町　みんなんかん／大ホール
◉国東町　アストくにさき／マルチホール

平成27年11月18日（水）
◉武蔵町　武蔵保健福祉センター／多目的ホール
◉安岐町　安岐総合支所／２階会議室

○市議会のしくみ

○市議会へのご意見・ご質問

●委員会の役割　●政策研究会について

　国東市議会は、地域に出向き議会活動を報告し、
市民の皆さんからまちづくりへのご意見等をお聞
きする議会報告会を毎年開催しています。
　本年の内容は、平成26年度の国東市の決算状
況の報告や市議会の常任委員会における調査、政
策研究会について説明していきます。
　日時・会場は下記のとおりです。若い世代の皆
さん、子育て奮闘中の皆さんからの参加も大歓迎
です。ご来場お待ちしています。

　議長杯ゲートボール大会が 10 月２日に国東ゲート
ボール場（国東市治郎丸）で開催されました。市内
各支部から選出された19チームと特別枠での議会チ
ーム計20チームが参加して議長杯を争奪しました。
優勝はホームの下治郎丸Ｂチーム（準優勝堅来チー
ム）でした。おめでとうございます。我が議会チー
ムは、諸先輩の指導の下練習を重ねた結果、この大
会での初勝利という快挙が生まれました。しかしな
がら、いまだルールが分らない議員もいて、ゲート
ボールの奥深さに脱帽です。

　９月18日、NPO法人 グッドイナフの会 代表の橋
本純子さんを講師に招き、「ありのままに生きること
　～この世に命をいただいて～」と題して人権学習
会を開催しました。
　グッドイナフとは、肩に力を入れずほどほどにと
いう意味。つい一生懸命に頑張ってしまいがちな保
護者に、「無理しなくて、自分なりに」と子育て支援
をしている団体です。
　橋本さんは社会人となって何年も経って初めて自
らの生い立ちに疑問を感じたけれど、それを隠すの
ではなく自分らしく生きようと決めたそうです。マ
イノリティーと呼ばれる人々ももっと自分を素直に
表現し、周囲もそれを受け入れようと話されました。

第５回　議会報告会のお知らせ第５回　議会報告会のお知らせ第５回　議会報告会のお知らせ 国東市議会政策研究会の取り組み

議会チームが参加して
 初勝利！

＊人権学習会の開催＊

昨年の議会報告会（武蔵会場）

国東市議会だより 40号23
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次回、12月定例会の開会予定は

議会を
傍聴しませんか

☎0978-72-5196（直通）

12月７日㈪です
傍聴を希望される方は、議会事務局まで
ご連絡ください。また、当日の受付も
行っています。

23日

31日

後期高齢者医療広域連合全員協議会（大分市）
政策研究会（観光協会）
議会活性化特別委員会
政策研究会（研修会）

後期高齢者医療広域連合定例会（大分市）
政策研究会（ＰＴＡ）
大分県市議会議長会理事会・議長研修会（別府市）
政策研究会（建設業協会）
総務常任委員会
議会運営委員会
全国民間空港所在都市議会協議会実行運動（東京都）
第３回定例会
会派長会議
広報特別委員会

政策研究会（福祉部会）
総務常任委員会
産業建設常任委員会
文教厚生常任委員会
決算特別委員会
政策研究会（正副グループ長会議）
議会運営委員会
人権学習会
広報特別委員会
市民クラブ・徳象会視察研修会（島原市、鹿児島市）
広報特別委員会

新世会・創世会視察研修会（福岡市、福津市）
広報特別委員会
全員協議会
副議長研修会（津久見市）
大分県議会議長と市町村議会議長との意見交換会（大分市）
広報特別委員会
九州市議会議長会理事会（長崎県佐世保市）
大分県市議会議長会議員研修会（大分市）
全国民間空港所在都市議会協議会臨時総会（鹿児島県）
産業建設常任委員会行政視察
（岡山県新見市・鳥取県境港市・島根県江津市）
文教厚生常任委員会（学校訪問）
千葉県鴨川市議会行政視察来庁

文教厚生常任委員会（学校訪問）
文教厚生常任委員会（学校訪問）
兵庫県西宮市議会行政視察来庁
高知県四万十市議会行政視察来庁
議会運営委員会行政視察（神奈川県横須賀市）

７月

3日
5日
18日

20日
24日
25日

31日～9/18日
31日

8日
9日
10日

15日

18日

24日～26日
28日

5日
7日
8日
9日
13日
14日
19日
22日

22日～23日
27日～29日

28日
30日

2日
4日
5日

5日～6日

８月

９月

10月

11月

年末年始にかけてお歳暮や年賀状を出す機会が多い季節ですが、議
員が答礼として直筆で出す以外は公職選挙法で禁止されています。
市民の皆さんのご理解とご協力をお願いいたします。お歳暮 年賀状

国東市議会の虚礼廃止にご協力を


